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ば
め
ん
の
に
ほ
ん
ご

かばんを 忘
わす

れたんですが

（電車
でん  しゃ

を 降
お

りて 忘
わす

れ物
もの

に 気
き

づき、駅員
えき いん

に 言
い

う） 

チョウ
ち ょ う

  ： あのう、すみません。 

駅員
えき いん

 ： はい。 

チョウ
ち ょ う

  ： 今の 電車
でん  しゃ

に かばんを 忘
わす

れたんですが・・・・・。 

駅員
えき いん

   ： 難
なん

波
ば

行
い

きの 急行
きゅう こう

ですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

駅員
えき いん

  ： 何
なん

両
りょう

目
め

ですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： 一番前
いち ばん まえ

です。網棚
あみ だな

の 上
う え

です。 

駅員
えき いん

  ： どんな かばんですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： 茶色
ちゃ いろ

の かばんです。 

       こんな かばんです。（絵
え

を 描
か

く） 

駅員
えき いん

  ： お調
し ら

べしますので 、少々
しょうしょう

 お待
ま

ち ください。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

 
駅員
えき いん

  ： ありましたよ。難波駅
なん  ば  えき

で お預
あず

かりして いますが、 

今
いま

から 行
い

きますか。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

駅員
えき いん

  ： じゃ、難波駅
なん  ば  えき

の 駅長室
えき ちょう しつ

に 行
い

って ください。 

チョウ
ち ょ う

  ： わかりました。 

どうも ありがとう ございました。      

 

 

 

 


